
■帯広畜産大が２年ぶりＡクラス。道学生選手権１部も終了

第５１回北海道学生アメリカンフットボール選手権第９節は１０月１９日、
帯広畜産大グラウンドで１部の１試合を行い、帯広畜産大が５５－１４で室蘭
工業大を下した。１部はこの日で全日程を終了し、帯広畜産大が２勝１分け２
敗で釧路公立大と並んで３位、室蘭工業大は１勝４敗で５位となった。帯広畜
産大のＡクラスは２年ぶり。最終節は１０月２６日（日）、札幌学院大グラウ
ンドで１、２部の入れ替え戦と表彰式を行う。

試合は帯広畜産大がＱＢ穐山偉月（２年）のラン、パス、レシーブでの活躍
で８ＴＤを奪い、圧勝した。

帯広畜産大は第１Ｑ、室蘭工業大の最初のドライブでＤＬ佐々響己（４年）
がインターセプトして攻撃権を得ると、ＱＢ穐山の７ヤードキープで先制。９
分と１１分にもＲＢ安澤十野（３年）の１ヤードダイブと３９ヤードランで加
点した。第２ＱはＱＢ穐山からＷＲ桂田陽向（４年）への１１ヤードパスでＴ
Ｄを加え、２７－７で前半を折り返した。後半も第４Ｑ３分と６分にＱＢ穐山
の３ヤードと４ヤードのラン、１０分にＲＢ安澤の９ヤードラン、１１分には
敵陣３８ヤードからの攻撃でＱＢ穐山のパスを受けたＷＲ桂田がＴ西村駿佑
（４年）へラテラルパス。西村がエンドゾーンまで走り切ってリードを広げ
た。
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室蘭工業大は第２Ｑ５分にＲＢ友田悠斗（４年）の２ヤードラン、第４Ｑ開
始直後にＱＢ原田颯太（３年）からＷＲ西京介（２年）への５６ヤードパスで
１４点を返したが、要所で４インターセプトを喫するなど、帯広畜産大守備を
崩せなかった。

帯広畜産大の工藤弘貴コーチは「得失点差で釧路公立大を上回るのを目標に
ＴＤを狙った。ＲＢ安澤が良く走り、ＯＬの山田雄太（３年）も強かった」と
選手たちの頑張りをたたえた。ランとパスで５ＴＤのＱＢ穐山は「（第２、３
Ｑの）３本のインターセプトが痛かったが、その後のプレーで気持ちを切り替
えられた。ゴール前までみんなで運び、最後に自分のダイブで決めたＴＤがう
れしかった」と喜びながら「来年はシーズンを通して活躍したい」と決意。３
ＴＤランのＲＢ安澤も「来年は１位しか目指さない」と宣言した。スペシャル
プレーでＴＤのＴ西村は「これで４年生全員がＴＤを取れた。気持ち良かっ
た」と満面の笑みだった。

室蘭工業大の半沢伸太郎監督は「プレーの完成度の差が出た。タックルミス
も多かった。冬の間、下級生にしっかりと練習させる」と巻き返しを誓った。
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